
総論提案



１　主題設定の背景



　　１　主題設定の背景

池田地区（小中高）１２年間の教育活動における，発達の段階において
の学習目標の設定，評価方法の構築をめざす。さらにそれを教科学習に
還元し，池田地区（小中高）が一体となって児童・生徒を育成していく。

子どもたちが， 
池田地区が考える「グローバル市民性」 
を身につけることにより，予測困難な時代に
おけるグローバル社会を多様性を認めなが
ら生き抜いていくことができる。

グローバル社会を協働的に創造する資質・能力の育成



２　社会的背景



　　２　社会的背景

OECD（経済協力開発機構）Education2030プロジェクトにおいて

「VUCAな時代」
Volatility（変動性）
Uncertainty（不確実性）
Complexity（複雑性）
Ambiguity（曖昧性）

Well-being



　　２　社会的背景

知識

スキル

態度・価値

新たな価値を創造する力
責任ある行動をとる力

対立やジレンマに対処する力

コンピテンシー

OECD（経済協力開発機構）Education2030プロジェクトについて



　　２　社会的背景

OECD（経済協力開発機構）Education2030プロジェクトについて

「ラーニングコンパス」
知識・スキル・態度・価値

A:Anticipation見通し 
A:Action行動 
R:Reflection振り返り

新たな価値を創造する力 
責任や行動を取る力 
対立やジレンマに対処する力



　　２　社会的背景

OECD（経済協力開発機構）Education2030プロジェクトについて

「エージェンシー」の発揮に欠かせない， 
変革をもたらす「コンピテンシー」

国立教育政策研究所　「キー・コンピテンシーの生涯学習政策指標としての活用可能性に関する調査研究」より

「キー・コンピテンシー」



３　池田地区のトータルコンセプト



　　３　池田地区トータルコンセプト図

附属池田小学校 附属池田中学校 附属高等学校池田校舎

国際バカロレアMYP認定校 ASPnet（ユネスコスクール） 
WWLコンソーシアム共同実施校）

・海外在住経験のある児童 
　の積極的受け入れ 
・児童主体の学習の重視 
・英語教育の充実

・帰国生徒（日本国籍生徒） 
　と外国籍生徒（在日外国籍　 
　生徒）の積極的受け入れ 
・IB「10の学習者像」とリン 
　クした自立・自律志向の教 
　育実践 
・実践的な英語教育の充実

・グローバル探究Ⅰ，Ⅱを 
　中心とした，教科横断型 
　のESD実践（３年間で90 
　時間） 
・ユネスコスクールへの世 
　界の加盟校との「学び合 
　い」「協働研究」の実践

・教育課程特例校として　 
　「安全科」教育を展開 
・身近な社会課題に対峙 
　する際の基礎的な態度の形成 
・課題解決に向けてのスキ 
　ルの鍛錬

・中学生段階に相応しい 
　実践的な安全教育を展開 
・「自ら動ける人」を育成 
　する総合・実践教室

・生徒会活動を活用した， 
　生徒主体・発信の安全活動

SPS(Safety Promotion School）
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グローバル社会を協働的に創造する資質・能力の育成
自ら進んで探究する力と互いに認め合い，学びあう心の育成

For Global Issues（地球規模の課題）

For Familiar Issues（身近にある課題）

大阪教育大学附属校園【池田地区】　トータルコンセプト図（2023.3.17一部改訂）



４　研究テーマ



　　４　研究テーマ

研究の必要性
VUCA時代における資質・能力の育成，児童・生徒は自分ごととして， 

グローバル社会を生き抜いていかないといけない

各教科の授業，総合学習，各種行事，安全教育，国際バカロレア，
WWL，国際枠生徒の受け入れ，グローバル探究etc.

１２年間の発達の実態に則し，多様性を認めながら，個々の可能性を 
広げる学習目標や評価規準・基準が必要

グローバル性を育む重要な学習機会

しかし・・・12年間の発達における学習目標・評価規準の設定が 
存在せず，曖昧になりやすい



　　４　研究テーマ

共同研究が目指すもの・長期視点

１２年間の教育活動における，発達の段階における学習目標の設
定，評価方法の構築を目指す。さらにそれを教科学習に還元し，
池田地区（小中高）が一体となって児童・生徒を育成していく。

グローバル市民性コモン・ルーブリックの作成を目指す
【コモン・ルーンブリック】 
校種や学校課題などに即してローカライズできる評価指標

グローバル社会を協働的に創造する資質・能力の育成



　　４　研究テーマ

グローバル市民性コモン・ルーブリックとは

小中高における，生活や各教科の学習，行事などで児童・
生徒の「グローバル市民性を育む教育目標」と 
「評価指標」づくりの基としての活用を目指すもの

発達の段階や校種などを大まかに捉えた基本的な評価指標。 
小学生から高校生までを対象とする。 
実際の評価にあたっては，校種や行事・学習課題によって， 
より具体的な子どもの姿で記述する。



　　４　研究テーマ

【グローバル市民性コモン・ルーブリック】作成の方法

子どもの姿を分類

グローバル市民性が発揮されている子どもの姿を出し合う

グローバル市民性とはどういうものかを考え・共有

指標分類・項目として整理

項目（横），校種（縦）での指標作成

整理・統合



　　４　研究テーマ

R5　グローバル市民性を定義づけていく

　グローバル市民性コモン・ルーブリックの作成

R7  グローバル市民性コモン・ルーブリックの評価・改善

グローバル市民性とは何かを子どもの姿から見出していく

グローバル市民性コモン・ルーブリックを各教科，活動にローカライズしていく

グローバル社会を協働的に創造する資質・能力の育成

R6  グローバル市民性コモン・ルーブリックを各教科へ落とし込む

グローバル市民性ルーブリックを活用し，評価・改善を行う

池田地区が１２年間かけて育むべき 
「グローバル市民性」



　　４　研究テーマ

R5　グローバル市民性を定義づけていく

　グローバル市民性コモン・ルーブリックの作成

R7  グローバル市民性コモン・ルーブリックの評価・改善

グローバル市民性とは何かを子どもの姿から見出していく

グローバル市民性コモン・ルーブリックを各教科，活動にローカライズしていく

グローバル社会を協働的に創造する資質・能力の育成

R6  グローバル市民性コモン・ルーブリックを各教科へ落とし込む

グローバル市民性ルーブリックを活用し，評価・改善を行う



　　４　研究テーマ

校種，教科を混ぜた９つの班を編成し，１年間共同研究を行う

R5　グローバル市民性を定義づけていく
グローバル市民性とは何かを子どもの姿から見出していく

　　教科・領域部会年間スケジュール

4/5 
小中高合同研修会

4/27 
教科領域部会

8/22 
小中高合同研修会

11/7 
研究会準備

11/18 
公開研究授業

12/12 
小中高合同研修会 3/4 

小中高合同研修会

顔合わせ・グローバ
ル市民性とは何か

相互授業見学の
日程決定

グローバル性が発揮
されている場面の共有

グループごとに事
例の発表

グローバル市民性
が育つ学びをつくる

研究会で出た意見 
要素の確定 確定した要素を元に

ルーブリックを作成

7/5 
教科領域部会

教科においてグローバル性
が発揮されている場面の共
有

グローバル市民性の仮定義（班ごと） 事例共有，発掘，１つルーブリック

決まった観点で見てきてくださ
い。授業してください。



　　４　研究テーマ

グローバル市民性とは・・・

グローバル市民性

研究の経緯



　　４　研究テーマ

グローバル市民性とは・・・ 研究の経緯
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グローバル市民性



　　４　研究テーマ

要素

要素
要素

要素

要素

要素

要素

要素

要素

要素
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要素

要素

グローバル市民性とは・・・ 研究の経緯

グローバル市民性



要素

要素

要素要素要素

要素

要素要素

要素 要素

要素要素

要素

項目１

項目２

項目３

項目４

グローバル市民性

小学生 中学生 高校生

要素

　　４　研究テーマ
研究の経緯



　　４　研究テーマ

小：すぐに答えを出すことばかりではな
く，遠回りできる力 
　　→豊かに遠回りできる力 

中：この短時間でこれだけのことができる
って，自分たちってグローバル市民力があ
るんだなと思った。 
　　→自己肯定できる力

「グローバル市民性とは何かを考える」 研究の経緯



　　４　研究テーマ

相互授業観察を通して「グローバル市民性を子どもの姿から見出す」



　　４　研究テーマ

「グローバル市民性」の構成要素（各班からのキーワード）

キーワードを整理するための 
３つの枠組み

7/5　グループごとに 
「グローバル市民性」を仮定義



　　４　研究テーマ

班ごとの「グローバル市民性の要素」をまとめる



　　４　研究テーマ

「グローバル市民性」のコモン・ルーブリックの仮作成



　　４　研究テーマ

グローバル市民性とは何か・・・

授業者が現段階で考える 
グローバル市民性が育まれる授業を提案



2023.11.18  大阪教育大学池田地区附属学校研究発表会

グローバル社会を協働的に創造する資質・能力の育成（１年次） 
〜グローバル市民性が育つ学びをつくる〜

協議の柱

●発揮されていた

●発揮されていない

グローバル市民性が発揮されたかどうか？ 
〜子どもの学びの姿を通して〜

・どのように？ 
・どんな場面？ 
・効果的か？

発揮されていない理由？ 
・教師の関わりや手立て？ 
・教科の特性 
・教科の見方・考え方

グローバル市民性 
（授業者が設定した）

●別の力？


